
                   

3年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。

中学校生活集大成となる今年度も新型コロナウィルス

による影響は避けれないものでした。

残念ながら行事が中止となったり、部活動にも制限が課さ

れました。

そのような中でも、規模を縮小し実施された体育大会や

修学旅行は楽しい思い出となったことと思います。

3年生学級委員会で卒業記念品を用意しました。

今年度はタンブラー・QUOカード・紅白饅頭を贈ります。

4月からそれぞれの進路での活躍を応援しています。

発行者

豊中市立第十三中学校

校 長 尾﨑 理人

PTA会長 後藤 淳

令和４（2022）年 3月 10日 The Chikusui 第154号（3年度 第6号）

十三中ホームページでは、カラー版竹翠がご覧いただけます。

http://www.toyonaka-osa.ed.jp/cms/jh13/
(又は 豊中市立第十三中学校で検索)

コロナ禍で今年度も、生徒たちは、行事や授業、クラブ活動などが

制限された中での活動だったと思います。そのような状況において

も、先生方は、体育大会の学年別開催など、生徒たちのために開催

方法を模索し、実施していただきました。心からお礼申し上げます。

PTA活動も同様に従来どおりには活動しづらい状況でしたが、生徒

たちに役立ててもらえて、密を避けながらも全員が輪の中心で取り組

める活動ができればと思い、通常の委員会活動等に加えて、５つの

プロジェクトに取り組みました。

その中から３つご紹介いたします。

【多様な進路を見つけようプロジェクト】

職業紹介ムービーを16本制作し、生徒たちが将来を考えるきっかけ

になればと、黙食・個食をしている給食の時間に上映していただきま

した。

【棚原さんの味噌づくり＆プチ子育て質問会のオンライン講座】

ご家庭でご都合の良い時間に視聴して、味噌づくりを通して親子の

交流の機会にしていただければと、オンライン配信いたしました。

【タイムカプセルレター】

3年生に3年後の自分に向けた手紙を書いてもらい、施錠のできる

ロッカーでお預かりして、3年後に返却会＆同窓会を開催予定です。

コロナ禍で委員会単独の活動になりがちですが、複数の委員会に

よる委員会横断型のプロジェクトにすることで、全体のコミュニケー

ションが図れたと思います。

コロナ禍で人の繋がりが希薄になりがちですが、こういう時だからこ

そ、これからも人との繋がりを大切にしていきたいと思います。

保護者の皆さまはじめ先生方や運営委員、委員の皆さま、1年間

PTA活動を支えてくださり、ありがとうございました。

今後ともPTA活動にご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

会長 後藤 淳

２月２５日の書面総会により来年度の役員の方々が承認されました

会長 横山 聡 （よこやま さとし） さん

副会長 佐伯 芙実代 （さえき ふみよ） さん

会計 善林 ひとみ （ぜんばやし ひとみ） さん

会計監査 後藤 淳 （ごとう じゅん） さん

寺本 幸恵 （てらもと さちえ） さん

指名委員の皆様、ありがとうございました。

１年間、PTA活動にご協力くださり

ありがとうございました！

あっという間の一年が、終わろうとしています。保護者のみなさ

まには、本年度も本校教育活動に、ご理解ご協力を賜り、有難う

ございました。

コロナウィルス感染症の感染拡大の波が、何度も訪れた一年

間でした。しかし今年度は、感染が落ち着いた時期に、三年生は

修学旅行を、二年生は宿泊学習を実施することができました。修

学旅行は目的地や泊数を変更したものの、それぞれ、生徒たち

にはかけがえのない思い出となったことと考えています。

今年度は、感染拡大防止の観点から密を避けるため、学年別

体育大会のほかに、保護者のみなさまに、学校の様子を参観し

ていただく機会を設けることができませんでした。次年度は、密を

避けながら授業を参観していただく方法を考えてまいりたいと考

えております。

ＰＴＡの活動の中では、「多様な進路を考えるプロジェクト」にお

いて、職業紹介動画を作成していただきました。黙食が続く昼休

みを活用し、生徒は視聴いたしました。箸が止まるほど、真剣に

動画を視聴する生徒も見られました。職業体験活動のできない

今日、生徒たちに将来の進路を考えるための機会を提供いただ

いたことに、感謝しております。

４月になれば、満開の桜の下に新入生をむかえ、在校生も進級

し新たな十三中がスタートします。次年度も、引き続き本校教育

活動に、ご理解、ご協力を賜りますよう、お願いいたします。

校長 尾﨑 理人

今年度もコロナ禍でのPTA活動となりましたが、この一年、こども

達の支援を弛みなく行っていただき、誠にありがとうございまし

た。

十三中PTAのみなさんは、まったくコロナに動じることなく活動さ

れていたように思います。本当に感謝しかありません。

年度初めに、「ホットラインカード」という、見れば学校の知りた

い情報にすぐつながるような便利なものも作っていただきました。

文化体育委員会のフィットネスもリモートで行っていただき、

フィットネスに対し少し敷居が高かった方にも、周りに気にせず行

うことができたように思います。

また、一昨年度講演いただいた棚原さんには、今年度は「味噌

づくり講座と子育てプチ質問会」という融合した形で登場していた

だきました。また、今年度十三中の財産となる「職業紹介ムー

ビー」は、生徒に見せるために16種類もの職種を動画に撮って

作っていただきました。大阪空港まで行かれて、現役のキャビン

アテンダント（CA）の方にインタビューをされたのには圧巻されまし

た。このプロジェクトではチームを編成し、分担して行っていただ

いたと聞いています。将に「Team13PTA」と言うふさわしい活動

だったと思います。お仕事をされながら活動されているパワーを

私も見習いたいと思います。

教頭 大﨑 隆善



「一年間の活動を振り返って」平素は生活指導

委員会の活動にご協力いただきありがとうございま

す。福島先生、委員会の皆様と一年間楽しく活動す

る事ができました。

毎月の巡視では、危険な箇所や気になる状況を報

告し合い、内容によっては先生から子どもたちへ注

意を促して頂きました。 コロナ禍の時だからこそ委

員さんと一緒に子どもたちのために何ができるのか

を常に考えてＰＴＡ活動を行いました。

生活指導委員会はこれからも色々な情報を共有し

こどもたちの笑顔や安全を考え、より身近なＰＴＡの

存在となり活動出来ればと思います。委員会の皆

様、一年間本当にありがとうございました。

生活指導委員会 本田 貴士 進藤 智子

広報委員会では、子どもたちが元気に活動している様

子やＰＴＡの活動などをお伝えする広報誌を発行してい

ます。

昨年同様、コロナ禍ということもあり行事は少なくなりま

したが、こんな時だからこその新しい試みとして、部活紹

介の写真を先生方に撮影していただきました。部員の皆

さんのリラックスした表情が素敵な写真になりました!

撮影やコメントにご協力くださった先生方や生徒の皆さ

ん、ありがとうございました。

引き続き、来年度も広報委員会の活動にご協力お願い

申し上げます。

一年間ありがとうございました。

広報委員会 小檜山 朋世 内田 奈美

今年度も昨年度に引き続き、コロナ禍でのPTA活動になりました。

コロナ禍でも、できる事を探して活動していこうという後藤PTA会長のも

と、数々のプロジェクトを計画し実行できた一年でした。

私は、スローガンである「輪の中心に入ろう！」という言葉は、どんな場

所でも通用する魔法の言葉だと思っています。せっかく何かをする時に、

傍観しているのではなく輪の中心に入り、発言し行動することが、いつか

社会に出た時に役に立つからです。

“多様な進路を見つけよう”というプロジェクトは半年間に渡り、総勢14名

の運営委員の皆様の活躍で、16本の職業紹介の動画を作成しました。出

演してくださった皆様や、運営委員の皆様のおかげで素晴らしい動画が出

来上がりました、この場を借りて改めて感謝申し上げます。従来のPTA活

動に加え、プロジェクトも全て終えることができたことで、安堵の気持ちで

いっぱいです。一年間ありがとうございました。

副会長 民野 美紀

今年度も引き継ぎ新型コロナウィルスに悩

まされた 1 年でありました。

なかなか通常のような PTA 活動ができな

い中、感染防止の対策をとりながらこのコロ

ナ禍でどのような活動ができるか皆で模索

し、できる限りの活動を総務としてサポートで

きたかなと思います。

一年間ありがとうございました。次年度以

降の運営委員会もよろしくお願いします。

総務委員会 寺本 幸恵 佐伯 芙実代

今年度は講習会を2回開催致しました。フィットネス

講習会は最近注目されている背骨コンディショニング

とズンバダンスフィットネスをセットにして講師の方に

レッスンしていただきました。開催時が緊急事態宣言

中だったためＺｏｏｍでのオンラインに切り替えまし

た。リモートでもスムーズにレッスンが受けられ、今の

時代に合った講習会となりました。

マカロンリース講習会は対面レッスンでしたので密

を避けるため二部制で開催しました。皆さん感染対

策もバッチリでご不便をお掛けしたこともあると思い

ますが、どちらも楽しい講習会となりました。

ご参加頂いた保護者の皆様、ご協力頂いた先生

方、委員の皆様ありがとうございました。

文化体育委員会 田畑恵子 清原ゆり

施設委員会ではこの一年間、施設委員の皆さんと用

務員さんと一緒に、花壇の花の植替え、トイレの芳香剤

交換、校内の設備点検等を行いました。

用務員さんには日々の校内や花壇のお手入れをして

いただきました。きれいな学校を維持して下さり感謝し

ています。

また、今年度は大阪府の取り組みである「みんなで育

てる花いっぱいプロジェクト」に参加し、地域の皆様や子

ども達と、たくさんのポットに花の種や苗を植えました。

花が育ち地域が緑豊かになるのが楽しみです。

施設委員会の活動を通じて、地域や学校で過ごす時

間が楽しく明るい雰囲気になってくれたら嬉しいです。

一年間ありがとうございました。

施設委員会 辻本華津樹 千畑亜希

新型コロナウイルスの感染対策を行いな

がら、図書室にてブックカバー付けを行いま

した。

朝読用の図書を年間で 25 冊程購入し、

図書室のコーナーに設置していますので、

是非足を運んでいただきたいです。

新型コロナウイルスの影響で自粛生活が

長引いていますが、こんな時こそ本に親し

む時間を大切にしてもらいたいです。

一年間ありがとうございました。

二年学級委員会 赤松 恵 門 桜

３年学級委員会では「標準服等リユース展示・回収」

を行いました。

新型コロナウィルスの影響で、今年度も昨年度に引続

き、例年通りの日程で開催できず、ご利用の皆様には

ご不便をお掛け致しました。

回収につきましては随時行っております。新たに設置

した、回収ＢＯＸを活用して、来年度もご協力をお願い

致します。

イレギュラー続きの一年でしたが、先生方・運営委員

の皆様・PTA会員の皆様のご協力で乗り切ることができ

ました。ありがとうございました。

三年学級委員会 宮内 ゆり 楠部 ゆかり

ＰＴＡ活動は、こどもたちの幸せのために、大人もイキイキと創造性を

発揮して学びつづける舞台、竹のように真っ直ぐに節をもちながら柔軟

に臨機応変に心躍る活動をみつけていくときめきの機会だと感じる一

年間でした。運営委員会の保護者の皆さまとの企画会議は、毎回「和

の心」に満ちて今できる最善を求めて真心を尽くしていく行動力があり

ました。こんなことができたらいいな!を制限があるからこそ想像力を発

揮して創意工夫を何度も練り上げながら地に足をつけて「知行合一」

の精神で豊かな思いやりと協調する呼吸のあったチームワークで、夢

中になって、力強く向上心を持って進化していく過程は、まさに、保護

者も共に成長エネルギーを熱く発揮しておられました。

そのような皆様とともに活動を進めてまいりました幸せに感謝し、こ

どもたちへの大いなる慈しみと愛情と笑顔がこの十三中のお一人お一

人へ届きますように!どうぞこどもたちとともに糧となり参加が喜びで魅

力あふれるＰＴＡ活動がこれからも発展していくことを心からお祈りして

おります。

書記 元山 順子

学校行事の縮小や中止が続き、今年度も本来の中学校

生活とは違った一年だったかもしれません。

ＰＴＡ役員になって気づいた事ですが、このような状況でも

先生方は、（たとえば行事一つにしても）生徒たちが楽しみ

ながら、かつ安全に開催できるようにと熟慮されていらっ

しゃいました。

生徒の皆さん、この先も不測の事態が起きることは多々

あると思いますが、きちんと向き合い、その時に一番良いと

思った選択をして前に進んでいってほしいと思います。

そしてＰＴＡ会員の皆様、会費の納入ありがとうございまし

た。

今年度は、生徒たちのために今できる事として、様々な企

画等に使わせていただきました。皆さまに、「有意義な納入

だった」とご納得いただけていたら幸いです。

会計 小山 良子

三年生の皆様、ご卒業おめでとうございま

す。後藤会長はじめ、役員、各委員の皆様お

疲れ様でした。

この一年、会計監査を通して初めて、ＰＴＡの

活動に外側から関わる機会を頂きましたが、

皆様が限られた予算内でとても工夫されご尽

力頂いていることと、こどもたちのためにという

皆様の真心を実感致しました。

コロナ禍という制約がある中、大変ご苦労様

でした。

会計監査 為田幸子 安藤 陽子

いつもベルマーク及びインクカートリッジ回収にご協力いただきありが

とうございます。

今年度はクラス委員の選出を行いましたがコロナウィルスの猛威が収

まりを見せず、実施したかった親睦会は中止となり、ベルマークの集計

作業も学校での合同実施が叶わず各自、自宅に持ち帰り、作業をおこ

ないました。

コロナ禍ではありましたが、皆様のご協力により、ベルマークもインク

カートリッジも例年と遜色なく沢山集まりました。

Ｗｅｂベルマーク活用の周知活動を行いましたが、まだまだ登録数が

少ない状況です。Ｗｅｂベルマークは協賛企業が沢山あります。ちょい寄

りするだけで、簡単にベルマークポイントがもらえるので、ぜひ活用をお

願いします。

今後ともベルマーク、インクカートリッジの回収、Ｗｅｂベルマークの活

用にご理解、ご協力をお願いいたします。一年間ありがとうございまし

た。

一年学級委員会 児玉 都 ナバラタナ 千絵子


